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                                       要約 
 日本の不登校の問題を考えるうえで，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。
筆者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 2002 年
まで，および 2011 年は ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の，2003 年から 2010 年
までは PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード school 
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 2012 年の文献 52 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school 






 本研究は，2012 年の文献についての継続研究である。ERIC データベースは 2003 年以降，デ
ータベースの検索方法を変更していたため，2003 年以降の文献については，年毎の検索ができ
なくなっていたが，2011 年途中に確認をしたところ年毎の検索が利用可能になっていた。今回
の研究では，2011 年の文献に続いて，2003 年以前の研究と同様，ERIC データベースと DIALOG





 2012 年について，ERIC データベースでは，school attendance に関する文献が 279 件，school 
dropouts に関する文献が 167 件，school phobia に関する文献が 5 件，school refusal に関する文
献は 8 件であった。DIALOG データベースでの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school 
attendance に関する文献が 849 件，school dropouts に関する文献が 354 件，school phobia に関す
る文献が 482 件，school refusal に関する文献は 238 件であった。 
 ERIC データベース 459 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS データベース 1,923 件の文献の
中で不登校との関連が考えられる 52 件について，キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 
 ここで取り上げる研究は， 2013 年 6 月現在， ERIC および PSYCHOLOGICAL 
ABSTRACTS(PsycINFO データベース)において検索し，不登校との関連が考えられる 2012 年
分として収録されている文献である。ここでは，日本の幼稚園・保育所から高等学校に対応す
る学年までの不登校との関連が考えられる文献を取り扱っている。 
  １ school attendance に関する研究の概観 
  2012 年の school attendance をキーワードに持つ文献は 1,125 件が見いだされる。これらのう
ち，ここでは 16 件を概観する。国別では，これらのうち，アメリカ合衆国が 9 件，英国が 2
件，南アフリカが 1 件，パキスタンが 1 件，ノルウェーが 1 件，インドが 1 件，オーストラリ
アが 1 件である。 
 Harris と Franklin(2012)によると，青年期の女性が妊娠しているようであれば，彼女の世界は
急に，大きく変わる。青年期は，徐々に児童期から出て，大人としての人生に必要とするスキ
ルを習得するための時間であるが，妊娠した青年期の女性に対しては省略されてしまうことに












  Thompson と Sanchez(2012)によると，問題解決に焦点化したブリーフ・セラピー（SFBT）は，
使用するトレードマークの技術以上である。強い治療的連携を進展させ，クライエントを信用
し，クライアントの能力を展開することに，セラピストが焦点化する楽観的な治療的プロセス






















































  Gupta と Sarkar(2012)によると，Baker-Henningham らが中所得国の行動上の問題があり貧弱
なソーシャルスキルである就学前児童についての関連した重要な治療介入を行っていると述べ
ている。次のようないくつかの問題に焦点を当てようとしている。第 1 に，Baker-Henningham






  Smith と Cook(2012)によると，学業的達成を改善する上での問題に基づく学習(PBL)の影響
を教授法のその他の形態と比較することははっきりしない。PBL の貧弱な教授の準備とブレー
ンストーミングの漠然とした報告が主要な貢献要因である。これらの問題に対処するため，de 
Bono の 6 色ハット発想法に基づく PBL 過程の教授前のブレーンストーミング段階に足場メカ
ニズムを取り込んでいる。結果によれば，登校状況と学業的達成により評価するとき，教授前
の準備は，足場のない PBL 群と講義に基づく配置群と比較すると，足場を用いた PBL 群に対
する学習過程プログラムのすべてのレベルで増加していた。 

















療法(CBT)の効果を比較している。一回の事件を体験した心的外傷がある 7～17 歳の 33 人の子
どもと若者を，子どもと親に個別に行われる 9 週間の CBT か CT にランダムに配置した。治療
意図に基づく分析によれば，PTSD，うつ状態，一般的な不安の重篤さを治療介入がかなり軽減
した。治療処置後に，CBT の 65%，CT の 56%がもはや PTSD の基準を満たさなかった。治療





  O'Dwyer ら(2012)によれば，就学前の児童の座りっきりの時間を減少させ，全身活動を増や
すことで家族に焦点を当てる活発な遊びという治療介入の効果を述べている。77 家族が，イン
グランド北西部の 8 つのランダムに選ばれたシュアスタート児童センターから編成された。セ



























































 Balfanz と Byrnes(2012)によれば，アメリカ合衆国の教育制度は，病気または異常な出来事を
除けば，生徒が授業で毎週日に学校にいるという仮定に基づいている。州教育局，学区，ある
いは校長が，慢性的欠席の 2 つの一般的定義であるが，生徒が年度の 10%以上を欠席したか，











あり，500 万～750 万人の生徒が慢性的に欠席していることを意味する。 
































じく，児童の登校状況を把握し，重要な指標として ADA と CA のいずれも調査することであ
る。 
 
 ２ school dropouts に関する研究の概観 
 2012 年の school dropouts をキーワードに持つ文献 521 件のうち，関連の考えられる 16 件に
ついて概観する。国別では，アメリカ合衆国が 12 件，中国が 2 件，オーストラリアが 1 件，南
アフリカが 1 件，オランダが 1 件取り上げることとする。 





て，テキサス州教育局により認められている。過去数年の間に，Garza 高等学校は Austin 独立
学区で最も高い SAT 大学試験得点を達成してきている。Garza 高等学校は，問題解決に焦点化
した技術を毎日の教育実践に学校がどのように展開していくかを研究しているアメリカ合衆国
やその他の国々からの数多くの研究者に研究され訪問されてきている。調査研究の要約と概観
と同様に，SFAS として Garza 高等学校が，どのようにその地位となり，維持してきているか
について，特定の情報をここでは提供している。最後に，危機的状況にある生徒に対する問題
解決に焦点化したスクールプログラムを構築する上で，将来的研究の提案と示唆を与えている。 
  McCabe ら(2012)は，若いメキシコ系アメリカ人(MA)での外在化する行動上の問題に対する
3 つの異なった治療介入，親子相互作用療法(PCIT)文化的改訂版，いわゆる Guiando a Ninos 
Activos (GANA)である標準 PCIT，通常の治療処置(TAU)に対して，治療処置後 6 ヶ月から 24
ヶ月の期間にわたって，治療処置の効果を調査している。臨床的に重大な行動上の問題を抱え
た 3 歳から 7 歳の子どものいるメキシコ系アメリカ人の 58 家族が，任意に GANA，標準 PCIT，
TAU に配置された。以前報告されてきているように，3 つの治療処置アプローチは，広範な親
報告尺度にわたって行為上の問題での重要な事前事後の改善を示し，追跡調査の期間にもかな
りの効果を維持してきている。GANA は，6 ヶ月から 24 ヶ月の治療処置後の 10 個の親報告尺
度の 6 つで TAU よりもかなりすぐれた結果を示し，GANA は，子どもの内在化した兆候に関
して，かなり PCIT を上回っていた。PCIT と TAU は，互いにあまり大きな違いはなかった。
これらのデータから，PCIT と GANA は，時間とともに治療処置の利得を維持し，長期にわた
って GANA は TAU の効果を上回り続けることを示唆している。 
  Chacko ら(2012)は，school droppouts にも関連する文献であるが，school attendance において，
取り扱うこととする。 



















測につながっている(OR1.54 95% CI 1.05-2.26)。9 日以上入院をしてきている(OR2.34 















  Abar ら(2012)によれば，(1)10 年生の間に生徒が自己報告した登校理由の特有のプロフィー
ルがあるかどうか，(2)これらのプロフィールが学年が進んでからの中途退学に差別的に関連し
ているかどうか，(3)親の特徴がこれらのプロフィールにわたって異なっているかどうか，につ










































 Fleisch ら(2012)は，school dropouts にも関連するが，school attendance で取り扱う。 




2010 年の間に，7800 人以上の 7 年生と 8 年生を調査し，中途退学率を調査するために，北部中
国と北西部中国の二つの行政区の 4 つの郡で，46 校のランダムに選択した中学校から 9 人の生
徒を選択した。学校，家庭の貧困，貧弱な学業成績のような中途退学に関連する要因を調査す
るために，調査データを用いた。研究の調査結果によると，7 年生と 8 年生の間の中途退学率
は 5.7%に達し，8 年生と 9 年生の間では 9.0％に達した。7 年生の 1 学期の最初の 1 ヶ月の間の










































を示しているが，10 の州が過去 10 年と比較して，最近では低い高等学校卒業率であり，他の
州と地区は落ち込んできている。国家のペースは，2020 年のクラスにより，90%の高等学校卒
業率の国家目標に対処するためには，3 倍以上に速められなければならない。 












 3   school phobia に関する研究の概観 
 2012 年の school phobia をキーワードに持つ文献 487 件のうち，関連の考えられる 9 件を取り















77 人が，3 つの 10 週の 1 つに，ウェッブに基づいて，治療処置をされない群(NT)，一般的な
ストレス管理群(GSM)，CBT 群という治療介入条件に任意に配置された。結果によれば，CBT
条件は GSM 条件や NT 条件の参加者よりも，完全主義を減少させるのに有効であり，かなり大
きな改善の形態を支持していることが示された。CBT と GSM が苦悩をかなり減らす能力を示
す一方で，CBT 参加者にとっては，完全主義の変化はうつ状態と不安の変化とかなり相関して

















害，社会恐怖(ANX)の 65 人と年齢的に一致している健康な統制群(CON)の 65 人の現実世界で
の情緒的体験を比較するため，生態学的瞬間評価アプローチを利用した。階層的線形モデルに












































































 4  school refusal に関する文献 
 2012 年の school refusal をキーワードに持つ文献 246 件のうち，関連の考えられる 11 件を取
り上げる。国別では，アメリカ合衆国が 8 件，英国が 1 件，オランダが 1 件，日本が 1 件をこ
こでは取り上げることとする。 


























































報告される FSS の数とともに増加している。人生の早い時期での一つ以上の FSS の存在は，後
年の多面的な FSS や不安と抑うつ状態の症状の可能性を増加し，児童期の不安や抑うつ状態の








人が調査に応じ，246 人の回答者は直接 Email で入力し，160 人の回答者はインターネット配信
を利用した。適応された行動分析，心理学，特別支援教育のようなすべての訓練にかかわった
回答者の 60%は，刺激選択評価の用語の知識を報告している。直接観察と行動尺度を含む評価
















 Alexander-Passe(2012)は，school refusal にも関連するが，school phobia で取り扱う。 













3 校の公立高校から合計 1,756 人の生徒が，研究に参加することに同意した。 人口統計学的な
詳細，生活環境，心理社会的要因に関連する情報と同様に，学校回避感情(FSA)尺度の質問に































 Ⅲ おわりに 











 2012年の ERICおよびDIALOGデータベースでの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでは，2013
年 6 月現在で，school attendance に関する文献が 1,128 件，school dropouts に関する文献が 521 
件，school phobia に関する文献が 487 件，school refusal に関する文献は 246 件であった。2012
年の検索文献総数は 2,282 件であり，このうち 52 件について取り上げた。検索文献件数は，1997
年 101 件，1998 年 95 件，1999 年 118 件，2000 年 166 件，2001 年 289 件，2002 年 280 件，2003
年 371 件，2004 年 833 件，2005 年 935 件，2006 年 806 件，2007 年 1,225 件，2008 年 1,269 件，
2009 年 1,558 件，2010 年 1,647 件,2011 年 2,266 件，2012 年 2,282 件であり，文献数としては
2007 年から 1,000 件を超し，更に増加し続けている。2004 年以降の急激な増加が文献の電子化
の普及と関連があると考えられる。増減については今後も注目していきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
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